筑波山山行記　　　　　　　　鈴木恵美
１月１８日に行われた筑波山登山は、私の初めての山岳部の活動でした。なので、みんなについていけるかがとても不安でしたが、いざ登ってみるとキツイところもありましたが、山の空気を満喫できました！登山ってこんな楽しいのかとびっくりしました。以下、今回の登山について記録しておこうと思います。
筑波山に日帰りで登るため、朝は早く、私は家を５時半に出ました。まだ真っ暗でとても寒かった！寒がりな私は、シャツ２枚にタートル２枚、そして丈の長いセーターにダウンジャケットを着て、更にフリースまで持っていきました。さすがに電車の中では暑かったのですが、山に登ることを考えて多いに越したことはないと思って持って行きました。
途中の新流山駅でホームを間違えて予定の電車を一つ乗り損ねてしまった時は焦りました(>_<)しかし、つくば駅からのバスの時刻には間に合いそうだったのでひとまず安心してメーリスしました。すると、ほかの何人かも遅れてしまったと聞き、更に安心しました（笑）
すこしごたごたしましたが参加者がみな無事に筑波山に集まり、筑波神社で登山の安全をお祈りしました。その日は少し雲がありましたが、雨は降りそうもなく、気持のいい日でした。私は記念にストラップのお守りを妹と色違いで買いました。出かけるとお土産に小さなものを買ってそれを自分の部屋の棚に飾るのが私の趣味です（*^_^*）もちろん筑波神社のお守りも家の棚に飾ってあります。
お参りを済ませると、いよいよ登山に出発です。標高が低いうちは階段が多く、初心者の私にはとても登りにくかったです。階段といっても石が埋め込まれているだけのようなところで、一段一段がバラバラでどのように足を踏み出していいのかよく分かりませんでした。が、歩いて行くうちにリズムがつかめてきて楽に上れるようになりました。歩いている途中はバイトの話などをして盛り上がりました。私は後ろのほうの集団にいたのですが、前のほうをずんずん歩いて行ったさおりん達の会話が気になりました（笑）
おそらく山の中腹辺りで休憩をした時、予定より早く、まだ１０時過ぎでした。おそらく皆のペースが思ったよりも早かったのでしょう。程よく体も暖まっていた私はこれなら登りきれる！と安心していました。
ところで、山道の途中で何人かの登山客の方にお会いしたのですが、思っていたよりも人が少なかったです。登山のルールなのだと思いますが、すれ違う時はきちんと挨拶をすることや道を譲りあうことを学びました。
休憩の後、標高が高くなるにつれて雪が残っているところが多くなってきました。前々日に千葉のほうでも雪が積もったので、その時に降った雪がまだ残っていたのだと思います。まだ雪はきれいでしたが、所々凍っていて歩くのが少し大変になりました。なるべく雪の所を避けて歩いて行きました。
最後のほうは山頂が見えているのにまだ着かない！と、もどかしい気にもなりましたが、１１時過ぎに男体山山頂に到着しました。思っていたよりもお店がいっぱいありました。少し雲がかかっていましたが頂上からの景色はとても良かったです（＾－＾）自分で登ってきたからなおさらよかったのだと思います。個人的に、晴れ渡って雲ひとつない空よりも少しもやがかかっている空のほうが好きなので、男体山山頂からの景色には大満足でした！そこで、お腹がすいていたのですぐに食堂に入ろう！と思っていたのですが、まず女体山の頂上に行ってからにしようということになり、少し昼食はおあずけです。（※）ようペイが幻のうどんを食べたいと言っていたのが印象的でした。どこの店が安いかなどと考えつつ、あともう一歩だ！と自分に言い聞かせて、私は黙々と歩きました。
その後、女体山の山頂は結構すぐに着きました。ここからの眺めは、標高１０メートルの差とはいえ、更に良かったです。皆で記念撮影をして（写真のタイマーに間に合わなかったけれどきちんと写真に写った自分に我ながら感心しました）男体山に戻り、回転するレストランでお昼を食べました。さおりんが回転するのが苦手と言っていたのですが、余りの暖かさに外に出て違うレストランに行くことも出来ず、そこで温かい山菜そばを食べました。山頂なのでもう少し値段が高いかと思っていましたが、７００円だったのでまあまあの値段でした。
食べ終わって疲れがどっと出た上に温かいストーブから離れたくなくて出発するのが嫌になってきましたが、（さおりんはローズポーク肉まんが食べられなくてご立腹でした。）下山することになりました。体は温まりましたが眠気が出てきて、足取りが重かったです。なぜか大騒ぎをしている高校生の一群と一緒に帰りのコースをずんずん進みました。そうして歩いている途中にひらけた所に出ました。岩場で怖かったのですが、そこからの眺めは格別でした！！周りに何一つ隔てるものがなくて、筑波山の周りを一望できました。もうちょっと晴れていたら見えたはずの富士山が雲に隠れていたのだけが残念です。
そこにずっといたい気分になりましたが、予定時刻より遅れていたので帰りを急ぎました。私は下りのほうが苦手で、いつ滑るかとひやひやしていました。何度か登山するうちに慣れていきたいです。帰り道ではカエルの岩があったり、夫婦の岩があったりして見ものが多かったです。カエルの岩に石が入れば願いがかなうというので何度も何度もチャレンジしましたがなかなか入りませんでした(+o+)が、なんとか入りました。入るという願いがかなったみたいです・・・夫婦の岩は、登って行って頂上で出会うという作りになっていましたが、いまいちでした。もうちょっと独創性がほしいです。。
なにはともあれ、結構なハイペースで下山し、予定時刻より３０分遅れくらいで筑波山神社に戻ってきました。温泉に入る予定でしたが、温泉が３時までで入れませんでした。丹羽君、ようペイは温泉を求めてどこかに行ったらしいですが入れなかったそうです。一体何があったのか、理由は秘密ならしいです。
一時間に一本しかないバスまで時間があったのでお土産を見て、家族に、筑波山という名前そのままのお酒を買いました。まだ飲んでいないので味は分からないです。
帰りのバスでは皆が爆睡し、電車でもウトウトしました。（電車の中では、私はようペイとしゃべっていましたが）みんなと別れて一人になってからは、座れなくてさすがに足が疲れました。行きは座れていたので意外と近いじゃんと余裕でしたが、帰りはきつかったです。そして無事に帰宅しました。
最初にも言ったように、これが私の初めての登山でした。初めて！ということもあって、行く前は正直、不安でしたが終わってみて低めの山ならまた行ってみたいという気になりました。もちろん、山頂からの景色は良かったし、みんなで一日一つの目標に向かっていくという一体感が私は好きです。また機会があったら、ぜひ参加したいです！！山岳部の皆さん、よろしくお願いします☆
管理人より
· 実際は御幸ヶ原到着後、男体山に上り、御幸ヶ原で昼食をとって女体山に向かい、下山しました。ちょっと記憶違いのようです。（笑）
